
創立75周年を迎えて

藤井栄一

、.

小樽商科大学は昭和24年 5~の学校設置法により，全冨の冨立68大学ととも

に大学として発足した。しかし，そむ前身である小樽高等商業学校は明治43年

3丹に設立が決まり，明治44年5月5日記第 1田の入学式が行われた。本年は，

その75周年にあたる。国立の高等寵業学校としては，東京，神戸，山口，長崎に

ついで長い歴史をもっている。

高等薦業学校の機関誌としては f高学討究Jが，創立15年の大正15年に創刊

されたが，大学として発足し，研究領域が拡大した乙とにより，昭和25年記f人文

研究jが発行され，大学全体の研究活動の成果を公表する場が広まった。大学

記とって，狭い分野での専門研究だけでなく，広い梶野を持った研究がいかに

重要であるかは，必ずしも十分に理解されていないようである。

創立75周年を記念する大学の行事としては，祝典等は全て省き，大学にふさ

わしい，しかも実費のあるものだけに摂定した。幸にも，本学の発展に貢献さ

れた高亮三郎元教授所蔵の蔵書2450冊誌かが，南亮進氏ならびに本学卒業生の

方達により寄贈され，加えて，人口論関係の特別講義を開催する乙とができた。

最近む収書としては，英語・英文学関孫の吉瀬文庫とともに，本学にとって貴

重な資料となるもので、あるo

記念行事のもう一つは「人文研究jおよび F高学討究J0)記念号の発行であ

る。乙れらも75周年を期しての特関な作業の集大成ではなく，不断に続けられ

ている努力の一端を示すものにすぎない。創立75周年は，過去の三・四半世紀

の歴史を顧りみる以上~r..乙の障に護蓄された成果にもとづいて，将来の発展

を期する機会であるo こ乙i乙集められた論文が，更に大きな擢進の基礎になる

ものである乙とを謹宿している。

なお，乙の記念号の刊行のために，社団法人緑丘会および弓、薄商科大学後援

会から多大む援助を受けた乙とに対して謝意を表したい。
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